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ご 

挨 
拶 

神
奈
川 
山
梨
教
会
連
合
会 

 
会
長 
福 

田 

光 

一 
  

平
成
二
十
五

年
を
迎
え
、
日

本
経
済
は
少
し

上
向
き
に
な
り

つ
つ
あ
る
よ
う

で
す
が
、
こ
れ

が
本
物
か
ど
う

か
、
し
っ
か
り
見
て
行
く
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。 

 

一
方
、
震
度
３
～
５
ク
ラ
ス
の
地
震
が
頻

繁
に
起
こ
り
、
積
雪
の
成
人
の
日
に
な
る
な

ど
、
自
然
界
の
動
き
に
も
注
意
を
払
っ
て
行

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

さ
て
、
二
期
目
の
連
合
会
長
の
御
用
も
最

終
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
を
振
り
返

り
つ
つ
、
教
祖
１
３
０
年
の
お
年
柄
を
ど
う

進
め
て
行
く
か
、
２
年
目
を
迎
え
た
「
神
人

あ
い
よ
か
け
よ
の
生
活
運
動
」
を
ど
う
実
践

し
て
行
く
か
に
、
連
合
会
と
し
て
、
教
会
と

し
て
、
信
奉
者
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会
と
し
ま
し
て

は
、
８
月
31
日
の
教
師
信
徒
合
同
研
修
会
を

は
じ
め
、
例
年
実
施
の
各
行
事
を
取
り
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
首
都
圏
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
東
京
都
教
会
連
合
会
共
催
で
７
月

７
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
「
教
祖
１
３
０
年
記

念
集
会 

祈
り
を
今
に
、
喜
び
を
共
に
」
へ

の
協
力
と
参
加
。
そ
し
て
10
月
５
～
６
日
の

ご
本
部
教
祖
１
３
０
年
生
神
金
光
大
神
大

祭
の
首
都
圏
団
体
参
拝
へ
も
、
勢
を
揃
え
て

参
加
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
「
こ
の
世
を
お
道
で
つ
つ
み
ま
わ
し
た
い
」

と
願
わ
れ
た
教
祖
様
の
「
御
神
願
成
就
」
の

お
役
に
立
つ
べ
く
、
難
儀
の
元
で
あ
る
社
会

問
題
を
、
本
教
の
信
心
を
土
台
に
考
え
、
原

発
、
遺
伝
子
、
い
じ
め
な
ど
個
々
の
問
題
に

対
す
る
態
度
を
表
明
し
、
祈
り
の
実
践
と
な

す
べ
き
こ
と
を
な
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

平
成

25
年
度 

 

神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会 

総
会
報
告 

 

去
る
一
月
二
十

六
日
（
土
）
午
後

一
時
三
〇
分
よ
り
、

神
奈
川
教
会
を
会

場
と
し
て
「
平
成

二
五
年
度 

神
奈

川
山
梨
教
会
連
合

会
総
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

出
欠
状
況
は
、

教
会
総
数
二
十
一

教
会
中
、
出
席
十

六
教
会
、
委
任
四
教
会
、
欠
席
一
教
会
で
、
人
数

別
の
内
訳
は
、
教
師
出
席
十
三
名
、
委
任
五
名
、

欠
席
一
名
、
信
徒
出
席
十
名
、
委
任
十
名
、
欠
席

一
名
で
し
た
。 

開
会
行
事
に
続
い
て
、
議
長
に
横
山
光
雄
先
生

（
丸
子
教
会
）
が
選
任
さ
れ
、
①
平
成
二
四
年
度

事
業
報
告
案
、
②
平
成
二
四
年
度
決
算
案
、
③
平

成
二
五
年
度
事
業
計
画
案
、
④
平
成
二
五
年
度
予

算
案
、
そ
し
て
昨
年
度
行
わ
れ
ま
し
た
「
神
奈
川

山
梨
布
教
１
２
０
年
記
念
事
業
」
の
会
計
報
告
に

つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

以
下
に
、
主
な
事
業
報
告
と
事
業
計
画
を
抜
粋

し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
各
教
会
に
は
総
会
の

神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会
だ
よ
り 

 

（１） 
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記
録
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

 
今
年
度
も
連
合
会
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

平
成
24
年
度 

神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会
事
業
報
告
（抜
粋
） 

 

▼
神
奈
川
山
梨
布
教
１
２
０
年
記
念
集
会 

 

日
時
：
９
月
８
日
（
土
）
13
時
30
分
～
16
時 

会
場
：
鎌
倉
芸
術
館 

小
ホ
ー
ル 

内
容
：
講
演
（
講
師
：
林
雅
信
師 
那
覇
教
会
長
）
、 

吉
備
舞
、
教
会
紹
介
ス
ラ
イ
ド 

 

参
加
者
：

233
名 

 

▼
神
奈
川
山
梨
布
教
１
２
０
年
記
念
団
体
参
拝 

日
時
：
10
月
６
日
（
土
）
～
７
日
（
日
） 

団
体
参
拝
参
加
者
114
名
（
11
教
会
） 

 

▼
ご
霊
地
集
会
（
７
日
午
前 

会
場
：
修
徳
殿
） 

講
師
：
近
藤
金
雄
師
（
布
教
２
部
長
、
篠
山
教
会
長
）
、

意
見
表
明
者
：
山
田
信
二
師
（
横
浜
西
教
会
） 

 
 

吉
田
文
枝
氏
（
藤
沢
教
会
） 

 

集
会
参
加
者
：
155
名 

 ▼
み
ん
な
の
つ
ど
い 

 

日
時
：
７
月
16
日
（
祝
）
10
時
～
15
時 

会
場
：
「
み
の
り
」
活
動
場
所
（
あ
き
る
野
市
） 

内
容
：
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
狩
り
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘

り
、
草
取
り
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー 

参
加
者
：
54
名(

10
教
会
、
大
人
37
・
小
人
17)  

 
 

 

▼
女
性
の
つ
ど
い 

 

日
時
：
７
月
５
日
（
木
）
13
時
～
16
時 

会
場
：
武
蔵
小
杉
教
会 

内
容
：
岩
門
信
子
氏
の
講
話
「
信
心
し
て
安
心

の
暮
ら
し
を
」
と
懇
談 

参
加
者
：
45
名(

10
教
会) 

 

▼
講
話
と
夕
食
の
会 

日
時
：
12
月
14
日
（
金
）
15
時
30
分
～ 

 

会
場
：
鶴
見
教
会 

 

講
師
：
櫻
井
智
行
師 

 

参
加
者
40
名
（
11
教
会 

夕
食
ま
で
は
23
名
） 

 

平
成
25
年
度 

神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会
事
業
計
画
（抜
粋
） 

           

 

    

12
月
14
日
（
金
）
15
時
半
、
鶴
見
教
会
で
、
信

徒
部
主
催
の
「
講
話
と
夕
食
の
会
」
が
開
か
れ
、

鶴
見
教
会
在
籍
の
櫻
井
智
行
先
生
を
講
師
に
、
映

画
と
宗
教
に
つ
い
て
、
お
話
頂
い
た
。 

先
生
は
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
出
身
、
映
画
評

論
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
専
門
家
で
、
先
生
の
頭

脳
の
引
き
出
し
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

映
画
が
入
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
当
日
は
宗

教
に
関
係
す
る
映
画
に
限
定
し
て
、
お
話
頂
い
た
。 

「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー
ド
」
を
入
り
口
に
、

過
去
製
作
さ
れ
た
映
画
を
年
代
別
に
整
理
し
な
が

ら
、
お
話
は

進
め
ら
れ
た

が
、
宗
教
映

画
に
も
、
年

代
に
よ
っ
て
、

特
徴
が
あ
る

こ
と
が
よ
く

理
解
で
き
た
。 

映
画
が
出

来
た
１
９
０

０
年
頃
か
ら
、

キ
リ
ス
ト
教 

◆基本方針  

世界人類の助かりのために、  

金光大神の信心を求め現す  

 

◆活動方針  

１．教祖 130 年にあたり、  

「神人あいよかけよの生活運動」 

をすすめる  

２．教師信徒一体となっての  

布教活動及び、社会活動の推進  

３．人の助かる人材の育成  

☆
講
話
と
夕
食
の
会 

 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

 

（２） 
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１
．
総
会 

 

日
時
：
１
月
26
日
13
時
30
分
～
15
時
30
分 

会
場
：
神
奈
川
教
会 

議
事
：
平
成
24
年
度
事
業
報
告
・
決
算
審
議
、

平
成
25
年
度
事
業
計
画
・
予
算
審
議
他 

２
．
運
営
委
員
会 

 

年
４
回
の
開
催
を
予
定(

４
・
６
・
８
・
12
月) 

３
．「
教
祖
130
年
教
師
信
徒
合
同
研
修
会
」
の
開
催 

日
時
：
８
月
31
日(
土) 

13
時
30
分
～
15
時
30
分 

会
場
：
鶴
見
教
会 

内
容
：
講
話 

金
光
教
と
映
画
に
つ
い
て 

講
師
：
櫻
井
智
行
師
（
鶴
見
教
会
）
を
予
定 

４
．
連
合
会
長
選
挙
の
実
施 

日
時
： 

10
月
15
日
（
火
）
14
時
～
開
票 

 
 

会
場
：
神
奈
川
教
会 

５
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

活
用
と
展
開 

 
 

U
R

L

＝h
ttp

://w
w

w
.k

y
o
k

a
ir

e
n

g
o
k

a
i.jp

 

６
．
連
合
会
だ
よ
り 

『
か
り
ん
』
の
発
行 

年
４
回
（
２
・
４
・

７
・
10
月
）
各
４
ペ
ー
ジ
、
820
部 

７
．
社
会
活
動 

災
害
救
援
活
動
へ
の
対
応
と
、
各
種
収
集
活

動
の
実
践 

８
．
み
ん
な
の
つ
ど
い 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
世
代
を
超

え
た
交
流
を
図
る 

日
時
：
７
月
27
日
（
土
）
10
時
～ 

会
場
：
丹
沢
湖 

内
容
：
マ
ス
の
つ
か
み
取
り 

 

９
．
女
性
の
つ
ど
い 

教
会
の
枠
を
超
え
た
親
睦
と
交
流
を
図
る 

日
時
：
７
月
５
日
（
金
）
13
時
～ 

会
場
：
生
麦
教
会 

内
容
：
仲
宗
根
三
重
子
さ
ん
の
お
話 

10
．
教
師
会 

教
会
布
教
の
充
実
活
性
に
向
け
て
研
鑽
を
進

め
る 

① 

教
師
会
の
開
催
（
４
回
開
催 

２
／
18

野
毛
・
６
・
８
・
12
月
を
予
定
） 

② 

ひ
い
ら
ぎ
の
会
の
開
催
（
２
回
開
催
を
予

定 

う
ち
１
回
は
祭
式
講
習
会
６
／
12 

鶴
見
教
会
を
予
定
） 

11
．
信
徒
部 

 

①
講
話
と
夕
食
の
会
：
11
／
30(

土)

15
時
30

分
～ 

会
場
：
神
奈
川
教
会 

 

講
師
：
桜
井
邦
朋
氏
（
元
神
奈
川
大
学
学
長
） 

②
地
域
交
流
会
：
鎌
倉
散
策 

４
／
29
（
祝
） 

③
山
梨
県
地
区
の
活
動
：
研
修
会
の
開
催 

④
役
員
会
の
開
催
（
５
・
９
・
11
月
の
３
回

開
催
を
予
定
） 

12
．
首
都
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム
活
動 

フ
ォ
ー
ラ
ム
活
動
へ
の
協
力
と
フ
ォ
ー
ラ
ム

会
議
へ
の
出
席 

・
教
祖

130
年
記
念
公
開
講
演
会
へ
の
参
加 

７
／
７ 

(

日) 

銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム
ホ
ー
ル 

・
教
祖
130
年
記
念
団
体
参
拝
へ
の
参
加 

 

10
／
５
～
６
実
施 

 

を
広
め
よ
う
と
い
う
時
代
が
続
き
、
そ
こ
か
ら
、

懐
疑
の
時
代
、
脱
キ
リ
ス
ト
教
の
時
代
を
経
て
、

今
は
再
認
の
時
代
か
と
い
う
の
が
、
講
師
の
見
方

で
あ
り
、「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー
ド
」
は
脱
キ
リ

ス
ト
教
時
代
の
産
物
で
あ
る
ら
し
い
。 

講
師
は
、
２
０
１
０
年
に
製
作
さ
れ
た
「
ツ
リ

ー
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
」
と
い
う
映
画
に
、
金
光
教

的
な
も
の
を
感
じ
る
と
い
う
。
即
ち
、
自
然
や
天

地
は
神
と
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
主
張
を
持

つ
映
画
、
と
の
こ
と
。
天
地
の
お
か
げ
の
中
で
暮

し
て
い
る
、
お
か
げ
の
中
で
生
か
さ
れ
て
生
き
て

い
る
と
い
う
金
光
教
的
な
考
え
方
と
通
じ
る
も
の

が
あ
る
と
か
。
確
か
に
「
神
は
い
と
高
き
所
に
居

ら
れ
る
」
と
い
う
、
従
来
の
西
欧
の
神
と
は
一
線

を
画
す
考
え
方
で
、
映
画
を
通
じ
て
、
世
界
が
変

り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
私
も
実
感
で
き
た
。 

久
し
ぶ
り
に
大
学
で
講
義
を
受
け
て
い
る
よ
う

な
気
分
に
な
れ
る
２
時
間
だ
っ
た
。
当
日
の
参
加

者
は
11
教
会
か
ら
40
名
、
夕
食
ま
で
参
加
さ
れ
た

の
は
23
名
で
あ
っ
た
。 

（
大
塚
東
子
） 

      

（３） 
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☆
ひ
い
ら
ぎ
の
会 

報
告 

昨
年
、
十
二
月
三
日
（
月
）
、
ひ
い
ら
ぎ
の
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
冬
空
の
寒
い
一
日
で
し
た
が
、

七
名
の
参
加
者
と
逗
子
マ
リ
ー
ナ
近
く
の
レ
ス
ト

ラ
ン
に
て
、
昼
食
を
頂
き
な
が
ら
一
年
間
の
反
省

を
ま
じ
え
て
、
各
々
の
思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。 

昼
食
後
、
会
場
を
鎌
倉
教
会
に
移
し
、
昨
年
度

の
ひ
い
ら
ぎ
の
会
の
方
向
性
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、

「
互
い
の
信
心
興
隆
を
進
め
る
」
と
の
願
い
を
受

け
て
、
根
津
の
会
（
本
郷
教
会
手
続
き
の
会
）
で

研
修
さ
れ
た
、『
直
信
・
山
本
定
次
郎
の
こ
と
ど
も
』

の
講
題
で
、
金
光
教
横
川
教
会
・
山
本 

正
師
（
定

次
郎
師
の
曾
孫
）
の
講
話
Ｃ
Ｄ
を
聴
か
せ
て
頂
き

ま
し
た
。 

直
信
教
会
の
先
生
の
話
で
、
教
祖
様
の
や
さ
し

い
み
教
え
に
触
れ
、
改
め
て
教
祖
様
の
信
心
を
頂

き
ま
し
た
。
も
う
一
つ
の
「
祭
式
の
勉
強
」 

に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
年
度
、
本
部
よ
り
派
遣
の
講
師

を
招
き
、
六
月
十
二
日
に
開
催
の
予
定
で
す
。 

今
年
度
も
引
き
続
き
、
横
山
（
丸
子
教
会
）
と

奥
川
（
平
塚
教
会
）
が
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

（
奥
川
美
登
子
） 

   

                              

  

「
や
り
が
い
を
い
た
だ
く
」 

丸
子
教
会 

横
山
光
雄 

 

 

仕
事
や
家
事
、
子
育
て
に
追
わ
れ
る
マ
マ
さ

ん
、
な
か
で
も
母
親
に
と
っ
て
子
育
て
は
大
変

な
事
で
あ
る
。
そ
れ
が
二
人
目
、
三
人
目
と
も

な
る
と
大
変
か
と
お
も
い
き
や
、
意
外
と
ス
ム

ー
ズ
に
育
て
て
い
る
。
そ
れ
は
無
理
を
せ
ず
、

背
伸
び
し
な
い
生
き
方
を
覚
え
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。 

あ
る
マ
マ
さ
ん
の
こ
と
で
あ
る
。
三
人
目
の

子
が
生
ま
れ
て
暫
く
し
て
、
何
か
違
う
こ
と
に

気
が
つ
く
。
他
の
誰
も
気
付
い
て
く
れ
な
い
。

で
も
ひ
と
り
で
抱
え
て
い
た
ら
、
つ
ぶ
れ
て
し

ま
う
自
分
が
い
た
。
そ
れ
は
殆
ど
わ
か
ら
な
い

よ
う
な
発
達
障
害
で
あ
っ
た
。 

こ
の
子
は
勝
手
に
で
き
た
子
で
は
な
い
。
神

様
が
私
達
親
を
育
て
る
為
に
さ
ず
か
っ
た
子

で
あ
る
。
そ
う
思
う
と
、
喜
び
や
楽
し
さ
、
や

り
が
い
が
生
ま
れ
て
く
る
。
多
く
の
こ
と
は
求

め
ず
、
子
育
て
と
信
心
生
活
を
楽
し
み
た
い
…

と
の
笑
顔
が
見
え
た
マ
マ
の
姿
で
あ
っ
た
。 

金
光
教
神
奈
川
山
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教
会
連
合
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発 

行 

者 
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田 
 

光 
 

一 

横
浜
市
神
奈
川
区
青
木
町
六
―
二
十
五 

〒
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金
光
教
神
奈
川
教
会
内 

 

金
光
教
教
祖
１
３
０
年
記
念
集
会 

「
祈
り
を
今
に
、 

喜
び
を
共
に
」 

 

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ 

時
を
超
え
て 

○
第
１
部 

記
念
講
演 

 
 

 
 

井
手
美
知
雄
先
生
（
行
橋
教
会
） 

○
第
２
部 

箏
曲
演
奏 

 
 

 
 

深
海
さ
と
み
氏
他
（
生
田
流
宮
城
会
） 

○
フ
ィ
ナ
ー
レ 

七
夕
に
よ
せ
て 

 
 

 
 

劇
と
歌
で
つ
づ
る
み
ん
な
の
願
い 

 
・
日
時 

７
月
７
日
（
日
）
13
時
開
演 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

15
時
50
分
終
了 

・
会
場 
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム 

入
場
無
料 

・
交
通 

東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線 

 

新
富
町
駅
１
番
出
口
徒
歩
１
分 

東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線
・
都
営
地
下
鉄
浅
草
線 

東
銀
座
駅
３
・
５
番
出
口
徒
歩
８
分 

 

 
 

 
 

 

主
催 

金
光
教
東
京
都
教
会
連
合
会 

金
光
教
首
都
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム 

（４） 


